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１ 研修推進体制



（１） 日本語指導が必要な児童の学力保障に係る支援の全体構想図
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（２） 校内の連携
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１年生 週７時間 （国語４、算数２、道徳１）

（３）取り出し指導

国語、算数・・・JSLカリキュラム教科志向型
道徳・・・・・・・・日本語の基礎、技能別日本語



（４） 篠山国際理解センターとの連携

子ども学習支援教室「うりぼうくらぶ」



（５） ７月 日本語指導研究推進委員会

篠山市教育委員会

篠山国際理解センター

市内の日本語担当

岡野小学校職員

日本語指導の目標の共有化



日本語指導研究推進委員会の様子

・（三重県）日本語指導研修報告
・岡野小学校の実践発表

・DLA検査の体験
・各校の取り組みの意見交換



２ 特別の教育課程の実施について

平成26年度から日本語に通じない児童に対して

在籍学年の教育課程にとらわれることなく、その児童
の日本語能力に応じた適切な内容を、取り出しで行うこ
とができる。

教育委員会 学 校 関係機関

特別の教育課程の編成と実施



「特別の教育課程」のスタートにあたって

① 特別の教育課程編成・実施計画

② 個別の指導計画

③ 日本語習得度確認シート



① 特別の教育課程編成・実施計画
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取り出しの指導計画

日本語と母語の能力

ＤＬＡ検査結果



③ 日本語習得度確認シート



３ JSLカリキュラムの授業実践
＜トピック型＞

１年 生活科 「春の草花ビンゴをしよう」

１年 学級活動 「やさいのはたらき」

１年 国語科 説明文「どうやってみをまもるのかな」

５年 国語科 書く 「一つの言葉から」

＜教科志向型＞

３年 国語科 「夏休みの詩を書こう」



国語 算数 生活
社会 理科 音楽
図工 家庭 体育
道徳 外国語

教科指導
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日本語指導と教科指導を統合的に学習する

ＪＳＬカリキュラム

日本語を母語としない子どもたちの教育

各教科の授業に日本語で参加するための学ぶ力の育成

日本語の基礎
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トピック型 １年生活科「春の草花ビンゴ」（５月）

体験

探求

発信日本語で表現する力の育成

インプット

アウトプット



トピック型 １年学級活動「やさいのはたらき」（１０月）

＜本時の目標＞
野菜のはたらきについて知り、進んで食べようと
する意欲を持つことができる。

＜日本語の目標＞
ものをさわったときの様子を表す言葉（ざらざら、つるつる等）や、
食べたときの味を表す言葉（あまい、からい等）を使って、自分が感じ
たことを表現することができる。



トピック型 ３年 国語科 「夏休みの詩を書こう」（９月）



カミンズの二言語相互依存仮説

二言語バランス説 二言語共有説

母語 日本語 母語 日本語



カミンズの二言語共有説 （氷山説）

母 語 日本語

認知力・思考力
想像力・推測力

会話的能力
発音・文字・文法



教科志向型 １年国語科 説明文 「どうやってみをまもるのかな」

「お家の人に紹介したい動物」を１つ選
び、選んだわけを母語で発表する場面で
す。

母語を使って在籍学級の授業に参加することができた



教科志向型 ５年 国語科 「一つの言葉から」

取り出し指導を在籍学級につないだ実践



４ 児童の現状と課題



外国人児童生徒のためのJSL対話型アセスメントＤＬＡ

教科学習に困難を感じている児童

ＤＬＡで測定する言語能力
＜はじめの一歩＞ 「導入会話」 「語彙力」
＜話す＞＜読む＞＜書く＞＜聴く＞

児童生徒の言語能力を把握し、
個に応じた学習支援の在り方を検討する



ＤＬＡの結果 Ａ児
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５ 学力保障に向けた今後の取り組み

多読を通して、読書習慣を身につけさせる。

多文化共生サポーターと連携して、授業中に母語の読
み書きの力を伸ばす。

在籍学級では、活動の中で日本語の言葉・文型を学び、
教科のねらいに迫る授業をする。

二言語話せるうれしさが、自己肯定感につながる

取り出しでは、ＪＳＬカリキュラムを実施し、各教科の授業
に日本語で参加できる力をつける。



カナダのバイリンガル教育のことば

教師が、目の前の子どもを
日本語ができない子どもと見るか
２つのことばと文化を持つ可能性のある子どもと
見るかによって
子どもの将来が１８０度変わる


